
【
お
知
ら
せ
】

行
事
予
定

「
平
成
３
０
年
度
総
会
」

６
月
２
３
日
（
土
）

今
上
天
皇
は
来
年
４
月
３
０
日
に

退
位
さ
れ
る
の
で
、
今
年
の
総
会
は

「
平
成
最
後
の
」
と
い
う
形
容
詞
が

付
く
。

総
会
に
続
く
記
念
講
演
に
は
、
２

０
１
３
年
ス
ポ
ー
ツ
科
学
部
卒
で
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ロ
ン
ド
ン
と
リ
オ

デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
の
両
大
会
の
水
泳
競

技
で
そ
れ
ぞ
れ
銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し

た
星
奈
津
美
氏
を
迎
え
る
。

演
題
は
「
水
泳
が
私
に
教
え
て
く
れ

た
こ
と
」
。
次
の
時
代
に
続
く
大
海
原

に
、
大
き
な
夢
や
希
望
を
の
せ
て
泳
ぎ

出
す
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
講
演
と
な
る

こ
と
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。

乞
う
ご
期
待
！
！

（
詳
細
は
、
地
区
担
当
役
員
が
お
配
り

す
る
チ
ラ
シ
を
ご
参
照
）

【
活
動
報
告
】

「
大
忘
年
会
」

１
２
月
１
６
日
（
土
）

米
屋
に
て

＝
『
早
稲
田
学
報
』
に
投
稿

し
た
も
の
を
そ
の
ま
ま
掲
載

＝

折
原
薫

今
年
の
活
動
を
締
め
括

る
当
会
恒
例
の
大
忘
年
会
に

息
子
の
雄
斗
と
参
加
し
ま
し

た
。
雄
斗
の
感
想
な
ど
を
織

り
込
み
記
し
ま
す
。

『
２
０
１
７
年
１
２
月
１

６
日
に
白
岡
市
柴
山
の
川
魚

料
理
店
で
参
加
者
３
２
名
の

大
忘
年
会
が
行
わ
れ
、
父
と

参
加
し
ま
し
た
。
今
回
こ
の

忘
年
会
に
参
加
し
よ
う
と
思
っ

た
の
は
、
今
年
の
春
、
バ
ス
で
行
っ

た
稲
門
会
の
行
田
歴
史
散
策
が
楽
し

か
っ
た
の
と
、
今
ま
で
何
回
か
参
加

し
た
行
事
で
父
の
校
友
の
皆
さ
ん
が

歓
迎
し
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。

僕
は
中
２
な
の
で
忘
年
会
そ
の
も
の

が
初
め
て
で
し
た
が
、
皆
さ
ん
が
話

し
か
け
て
く
だ
さ
り
自
分
も
楽
し
く

会
話
が
で
き
ま
し
た
。
２
時
間
あ
ま

り
の
大
忘
年
会
は
、
全
員
で
の
写
真

撮
影
の
ほ
か
、
一
人
ず
つ
最
近
の
出

来
事
を
発
表
し
た
り
、
蓮
田
白
岡
稲

門
会
の
会
歌
や
大
学
応
援
歌
、
校
歌

を
合
唱
し
た
り
し
て
盛
り
あ
が
り
ま
し

た
。
来
年
度
は
受
験
で
な
か
な
か
参
加

で
き
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
参
加

で
き
る
と
き
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
』

（
雄
斗
君
記
）

母
校
に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
会
員
同
士

の
交
流
も
深
ま
り
、
息
子
共
々
大
い
に

楽
し
ん
だ
忘
年
会
で
し
た
。

（
参
加
者
）
足
利
和
雄
、
石
井
秀
一
、

石
川
尅
巳
、
石
山
忠
弘
、
伊
東
孝
、
小

関
博
幸
、
折
原
薫
、
折
原
雄
斗
、
折
原

進
、
川
島
良
博
、
北
木
靖
、
齋
藤
隆
宗
、

柴
村
榮
治
、
澁
谷
英
一
、
鈴
木
正
明
、

関
口
昌
男
、
高
薄
克
人
、
竹
内
幸
男
、

田
嶋
和
賀
夫
、
塚
田
博
、
當
山
武
、
土

橋
藤
男
、
中
尾
連
、
波
形
昭
一
、
根
本

盛
夫
、
初
川
吉
洋
、
堀
切
達
也
、
望
月

勝
、
矢
口
直
樹
、
吉
田
治
、
吉
田
光
男
、

渡
部
辰
夫
、

（
参
加
者
３
２
名
）

「
春
の
歴
史
散
策
」４

月
１
４
日
（
土
）

浦
和
宿
界
隈

街
並
み
散
歩

＝
『
早
稲
田
学
報
』
に
投
稿
し
た
も
の

を
そ
の
ま
ま
掲
載
＝

秋
田
芳
助

ち
ょ
っ
と
肌
寒
い
曇
り
空
の
２
０
１

８
年
４
月
１
４
日
の
午
後
、
浦
和
駅
に

２
２
人
が
集
合
。
観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

浦
和
ガ
イ
ド
会
８
名
の
皆
さ
ん
の
案
内
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に
よ
り
お
よ
そ
３
キ
ロ
の
街
並
み
散
歩

に
出
発
。
洒
落
た
ビ
ル
が
建
ち
並
び
賑

や
か
な
駅
前
広
場
か
ら
以
前
は
停
車
場

通
り
と
呼
ば
れ
た
さ
く
ら
草
通
り
を
抜

け
る
と
中
山
道
。
今
は
車
が
走
る
街
道

筋
を
少
し
歩
く
と
皇
女
和
宮
や
明
治
天

皇
も
休
息
さ
れ
た
浦
和
宿
本
陣
跡
に
到

着
。
こ
こ
か
ら
が
昔
を
偲
ぶ
散
策
の
始

ま
り
。

室
町
時
代
の
六
斎
市
跡
、
家
康
の
鷹

狩
休
憩
所
跡
、
弘
法
大
師
創
建
と
伝
わ

る
玉
蔵
院
、
延
喜
式
神
名
帳
に
も
記
載

さ
れ
て
い
る
調
（
つ
き
）
神
社
な
ど
歴

史
の
痕
跡
を
見
て
聞
い
て
感
じ
て
歩
い

た
「
ブ
ラ
浦
和
」
で
し
た
。

当
会
で
は
毎
年
親
睦
と
運
動
を

兼
ね
て
近
場
の
散
策
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
が
、
身
近
な
場
所
で
も
知

ら
な
い
こ
と
や
気
付
か
な
い
も
の

が
沢
山
あ
る
も
の
で
す
。
今
回
は

幕
末
創
業
の
表
具
店
に
あ
る
勝
海

舟
直
筆
の
書
が
そ
の
ひ
と
つ
で
し

た
。歩

い
た
後
の
懇
親
会
で
も
色
々

な
発
見
が
あ
り
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
ま
し
た
。

参
加
者

秋
田
芳
助
、
足
利
和

雄
、
石
川
尅
巳
、
伊
東
孝
、
折
原

薫
、
齋
藤
隆
宗
、
柴
村
榮
治
、
竹

内
幸
男
、
田
嶋
和
賀
夫
、
田
中
守
、
塚

田
博
、
鶴
巻
勲
、
寺
尾
栄
司
、
當
山
武
、

土
橋
藤
男
、
波
形
昭
一
、
根
本
盛
夫
、

初
川
吉
洋
、
堀
切
達
也
、
吉
田
治
、
吉

田
光
男
、
米
山
禎
一
、
渡
部
辰
夫
、
折

原
優
斗
（
薫
氏
の
ご
子
息
）

（
２
４
名
）

【
ひ
ろ
ば
】

み
ん
な
の
投
稿
コ
ー
ナ
ー

『
我
が
水
泳
人
生
』

感
想
文

堀
切
達
也

稲
門
会
の
会
員
で
あ
る
田
中
守
さ
ん

の
『
我
が
水
泳
人
生
』
を
、
拝
読
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

田
中
守
さ
ん
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

ヘ
ル
シ
ン
キ
大
会
の
代
表
と
な
り
、
マ

ニ
ラ
で
の
第
２
回
ア
ジ
ア
大
会
で
は
２

０
０
ｍ
平
泳
ぎ
で
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
な

さ
れ
ま
し
た
。
競
泳
で
活
躍
し
た
日
本

選
手
の
中
で
も
、
公
認
さ
れ
た
世
界
新

を
記
録
し
た
日
本
選
手
は
、
１
２
名
し

か
お
り
ま
せ
ん
。
田
中
さ
ん
は
、
そ
の

１
人
と
し
て
、
１
９
５
４
年
に
２
０
０

ｍ
平
泳
ぎ
で
世
界
新
記
録
を
達
成
し
、

歴
史
的
偉
業
を
成
し
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
早
稲
田
大
学
チ
ー
ム
に
よ
る

メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
の
世
界
記
録
は
、
現

在
ま
で
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
以
外
に
な

い
と
の
こ
と
で
す
。

こ
の
よ
う
に
田
中
さ
ん
は
、
数
々
の

素
晴
ら
し
い
実
績
を
あ
げ
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。

稲
門
会
の
設
立
当
初
、
田
中
さ
ん
は

『
水
泳
よ
り
学
ん
だ
こ
と
』
と
い
う
演

題
で
講
演
さ
れ
、
感
銘
を
受
け
た
会
員

も
多
く
お
ら
れ
る
と
推
察
致
し
ま
す
。

残
念
な
が
ら
小
生
は
、
当
時
、
会
員
に

な
っ
て
お
ら
ず
、
そ
の
講
演
を
聴
講
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
『
自
分
史
』

と
題
し
た
『
我
が
水
泳
人
生
』
を
拝
読

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
と
て
も
感
動
し
ま

し
た
。

以
下
、
僭
越
な
が
ら
感
想
文
を
書
か

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

文
章
に
ス
ピ
ー
ド
感
が
あ
り
、
リ
ズ
ミ

カ
ル
で
テ
ン
ポ
が
良
い
た
め
、
と
て
も

読
み
や
す
く
名
文
だ
と
思
い
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
の
故
郷
は
愛
媛
県
で
す
。
奇

し
く
も
、
そ
の
愛
媛
県
を
舞
台
に
し
た

夏
目
漱
石
の
『
坊
ち
ゃ
ん
』
と
似
た
テ

ン
ポ
の
良
さ
、
歯
切
れ
の
良
さ
を
感
じ

ま
し
た
。

そ
し
て
、
水
泳
上
達
の
た
め
に
苦
労

さ
れ
た
こ
と
が
、
詳
し
く
書
か
れ
て
い

ま
し
た
が
、
淡
々
と
書
か
れ
て
い
る
が

ゆ
え
に
、
か
え
っ
て
「
と
て
も
苦
労
し
、

上
達
の
た
め
に
不
断
の
努
力
を
さ
れ
た
」

こ
と
が
、
ひ
し
ひ
し
と
胸
に
迫
っ
て
き

て
、
田
中
さ
ん
の
「
絶
対
に
あ
き
ら
め

な
い
勝
負
へ
の
こ
だ
わ
り
」
に
心
を
揺

さ
ぶ
ら
れ
ま
し
た
。

田
中
さ
ん
は
、
念
願
の
早
稲
田
大
学
商

学
部
に
合
格
さ
れ
、
そ
の
後
も
水
泳
部

で
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
さ
れ
な
が
ら
練

習
を
重
ね
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
は
じ
め

幾
つ
も
の
大
会
で
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
、

世
界
新
記
録
を
樹
立
さ
れ
ま
し
た
。

読
み
進
む
う
ち
に
、
胸
に
熱
い
も
の
が

込
み
上
げ
て
き
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
田
中
さ
ん
が
勝
利
の
栄
冠
を

何
度
も
獲
得
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
ま
す

が
、
他
の
競
争
相
手
を
思
い
や
り
、
決

し
て
驕
る
こ
と
が
な
か
っ
た
か
ら
だ
と

思
い
ま
す
。

そ
し
て
何
よ
り
も
田
中
さ
ん
の
謙
虚
な

姿
勢
に
心
を
打
た
れ
ま
し
た
。

早
稲
田
の
先
輩
に
田
中
さ
ん
が
お
ら
れ

る
こ
と
を
、
と
て
も
誇
り
に
思
い
ま
し

た
。

そ
う
し
た
田
中
さ
ん
の
高
潔
な
人
柄
が
、

文
章
を
品
格
の
あ
る
も
の
に
し
て
い
る

と
強
く
感
じ
ま
し
た
。

（
小
生
は
、
藤
沢
周
平
の
『
た
そ
が
れ

清
兵
衛
』
の
さ
り
げ
な
い
簡
潔
な
表
現

の
文
体
が
好
き
な
の
で
す
が
、

そ
れ
と
同
質
な
も
の
を
、
田
中
さ
ん

の
文
体
に
感
じ
ま
し
た
。
）

拝
読
後
、
強
く
感
じ
た
こ
と
は
、1

人
で
も
多
く
会
員
や
ご
家
族
の
方
々
に
、

『
我
が
水
泳
人
生
』
お
読
み
い
た
だ
け
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た
ら
と
い
う
想
い
で
す
。

そ
こ
で
田
中
さ
ん
に
お
願
い
し
、
原
稿

を
ワ
ー
ド
で
い
た
だ
き
、
会
員
の
皆
様

に
お
読
み
で
き
る
機
会
を

設
け
よ
う

と
い
う
こ
と
で
、
ご
了
解
い
た
だ
き
ま

し
た
。

ご
希
望
の
方
は
、
堀
切
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
の
ス
ス
メ

川
島
良
博

去
年
１
１
月
に
、
会
社
を
辞
め
て
直

ぐ
に
、
白
岡
の
グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
（
以

下
Ｇ
・
Ｇ)

団
体
に
入
会
し
ま
し
た
。

「
毎
日
が
日
曜
日
」
を
い
か
に
楽
し
く

過
ご
す
か
考
え
た
末
の
答
え
で
す
。
す

で
に
３
ヶ
月
経
ち
ま
し
た
が
、
Ｇ
・
Ｇ

の
お
か
げ
で
充
実
し
た
日
々
を
送
れ
て

入
会
は
正
解
だ
っ
た
と
感
謝
し
て
い
ま

す
。Ｇ

・
Ｇ
を
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
１

９
８
２
年
、
鳥
取
県
泊
村
で
創
案
さ
れ
、

現
在
全
国
に
３
６
０
万
人
の
愛
好
者
が

い
る
そ
う
で
す
。
ゴ
ル
フ
の
グ
リ
ー
ン

上
の
パ
タ
ー
の
部
分
を
大
き
く
し
た
ゲ
ー

ム
で
、
１
５
ｍ
、
２
５
ｍ
、
３
０
ｍ
、

５
０
ｍ
の
長
さ
の
コ
ー
ス
を
各
２
組
、

計
８
コ
ー
ス
を
１
ラ
ン
ド
と
し
４
ラ
ン

ド
合
計
３
２
コ
ー
ス
を
回
り
、
合
計
打

数
の
少
な
さ
を
競
う
ゲ
ー
ム
で
す
。
運

動
量
は
、
２
時
間
弱
で
５
千
歩
歩
き
ま

す
。用

具
は
直
径
６
ｃ
ｍ
の
ボ
ー
ル
１
個

と
専
用
ク
ラ
ブ
１
本
で
す
（
初
期
投
資

２
万
円
弱
）
。
服
装
は
普
段
着
、
靴
は

運
動
靴
で
、
コ
ー
ス
は
公
園
や
野
球
の

グ
ラ
ン
ド
で
す
。
ル
ー
ル
は
簡
単
で
、

技
量
も
１
ヶ
月
程
度
や
れ
ば
な
ん
と
か

サ
マ
に
な
り
ま
す
。
始
め
て
３
ヶ
月
の

私
で
も
今
や
団
体
の
平
均
レ
ベ
ル
で
す
。

私
が
Ｇ
・
Ｇ
を
や
る
切
っ
掛
け
は
、

３
０
年
前
、
田
舎
の
父
母
が
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
（
以
下
Ｇ
・
Ｖ)

を
や
っ
て
い
て
、

「
Ｇ
・
Ｖ
は
団
体
戦
な
の
で
、
ミ
ス
を

す
る
と
チ
ー
ム
仲
間
か
ら
非
難
さ
れ
喧

嘩
に
な
る
。
Ｇ
・
Ｇ
は
個
人
競
技
な
の

で
ミ
ス
し
て
も
誰
か
ら
も
非
難
さ
れ
な

い
。
又
、
や
っ
て
も
非
常
に
楽
し
い
の

で
、
Ｇ
・
Ｇ
に
乗
り
換
え
る
。
」
等
の

会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
を
記
憶

し
て
い
て
、
会
社
を
辞
め
て
時
間
が
で

き
た
ら
Ｇ
・
Ｇ
を
や
ろ
う
と
、
前
々
か

ら
考
え
て
い
ま
し
た
。

所
属
団
体
を
紹
介
し
ま
す
。
白
岡
に

は
４
団
体
あ
り
ま
す
。
我
が
団
体
は
名

称
「
ホ
ワ
イ
ト
・
ヒ
ル
ズ
」
で
会
員
数

８0

余
名
（
男
女
ほ
ぼ
同
数
）
で
６
８

歳
の
私
は
若
い
方
で
す
。
７
０
代
８
０

代
が
主
力
で
最
高
齢
８
８
歳
と
聞
い
て

い
ま
す
。

会
費
は
月
六
百
円
で
週
３
回
（
月
水

金
）
、
個
人
戦
で
す
か
ら
休
み
は
い
つ

で
も
自
由
に
取
れ
ま
す
。
競
技
は
約
６

０
名
が
毎
回
集
ま
り
、
３
・５
人
で
チ
ー

ム
を
組
み
（
組
み
合
わ
せ
は
く
じ
引
き
）

毎
回
組
む
メ
ン
バ
ー
は
変
わ
り
ま
す
。

競
技
は
個
人
戦
な
の
で
、
や
や
こ
し
い

人
付
き
合
い
は
不
要
で
す
。

Ｇ
・
Ｇ
は
、
費
用
が
か
か
ら
ず
、
健

康
的
で
、
適
度
の
人
々
の
交
際
が
あ
り

（
先
日
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
に
、
チ
ョ
コ

レ
ー
ト
２
セ
ッ
ト
を
チ
ー
ム
メ
イ
ト
か

ら
も
ら
い
ま
し
た
）
、
老
人
の
３
Ｋ
問

題(

金
・
孤
独
・
健
康
）
を
一
気
に
解

決
し
て
く
れ
ま
す
。

Ｇ
・
Ｇ
は
オ
ス
ス
メ
で
す
。
皆
様
も

是
非
一
緒
に
や
り
ま
せ
ん
か
。

【
連
載
講
座
】

吟
詠
と
漢
詩

★
第
四
回

ま
と
め

當
山

武

早
稲
田
の
第
二
校
歌
は
尾
崎
四
郎
先

生
が
書
か
れ
た
作
品
「
人
生
劇
場
」
の

同
名
歌
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
前
の
総
長
、
奥
島
先
生
の
愛

唱
歌
で
も
あ
り
ま
す
。
「
時
よ
時
節
は

変
わ
ろ
と
ま
ま
よ
」
で
す
。

少
尚
は
個
人
名
を
か
か
げ
る
詩
を
吟

じ
た
り
、
つ
く
る
の
は
あ
ま
り
得
意
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
今
年
の

大
河
ド
ラ
マ
は
「
西
郷
（
せ
ご
）
ど
ん
」

で
あ
り
ま
す
。

埼
玉
漢
詩
連
盟
の
十
周
年
記
念
号
に

少
尚
の
「
大
西
郷
」
と
い
う
漢
詩
が
載
っ

て
い
ま
す
。
か
つ
て
弁
論
大
会
で
優
勝

し
た
時
も
同
じ
題
名
で
し
た
。

そ
の
頃
の
高
揚
し
た
気
分
は
今
は
あ

り
ま
せ
ん
。

有
名
人
よ
り
も
無
名
な
人
の
詩
に
真

実
味
が
あ
り
ま
す
。
漢
詩
、
和
歌
を
問

わ
ず
言
え
る
よ
う
で
あ
り
ま
す
。
異
説

も
あ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
…
。

「
国
の
為
な
ら
命
も
い
ら
ぬ
、
富
や

名
誉
は
尚
い
ら
ぬ
。
オ
イ
ド
ン
の
体
を

あ
げ
も
っ
し
ょ
う
」
と
言
っ
た
そ
う
で

す
。先

日
、
白
岡
市
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
で
、
早
稲
田
大
学
名
誉
教
授
、

村
山
先
生
の
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

先
生
は
少
尚
の
恩
師
で
あ
ら
れ
ま
す
。

た
く
さ
ん
の
著
書
が
あ
り
ま
す
が
、
皆

様
ご
存
知
の
「
早
稲
田
学
報
」
に
「
早

稲
田
の
漢
詩
人
」
を
二
年
有
余
に
わ
た

り
連
載
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
先
生
に
、
十
二
支
の
そ
の
年
の

干
支
に
因
ん
だ
漢
詩
を
作
り
年
賀
状
に

記
し
て
差
し
出
し
て
お
り
ま
す
。
乱
筆

な
の
で
拙
で
あ
り
ま
す
。

人
工
知
能
犬

當
山
奇
雲

五
言
絶
句

幽
斎
灯
影
益

未
惺
挫
深
宵

八
秩
易
和
了

Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ｌ

世
Ａ
Ｉ
犬
覺
囂

読
み
下
し
ま
す
。

幽
斎
の
灯
影
益
す

未
だ
惺
ず

深
宵
に
挫
し
た

八
秩
知
る
に
易
し

Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｌ

の
世

Ａ
Ｉ

犬
も
囂
を
覚

え
る

難
解
な
語
句
を
解
釈
し
ま
す
。
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幽
＝
書

挫
＝
挫
折

八
秩
＝
八
十

歳Ｉ
Ｔ
・
Ｄ
Ｌ
＝
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
デ
ィ
ー

プ
ラ
ー
ニ
ン
グ

Ａ
Ｉ
＝
人
工
知
能

覺
＝
覚

囂
＝
ワ
ン
ワ
ン

【
ト
ピ
ッ
ク
ス
】

伊
能
忠
敬
測
量
隊

白
岡
で
の
宿
泊
先
判
明

本
会
報
の
創
刊
号
に
掲
載
さ
れ
た

『
特
別
寄
稿

伊
能
忠
敬
～
人
生
二
毛

作
の
達
人
～
』
（
伊
東
孝
幹
事
の
特
別

寄
稿
）
を
ご
記
憶
の
方
は
多
い
と
思
う
。

伊
東
氏
が
そ
の
会
員
で
も
あ
る
「
伊

能
忠
敬
研
究
会
」
は
、
測
量
隊
が
全
国

を
回
っ
た
際
の
宿
や
食
事
な
ど
の
世
話

を
し
た
協
力
者
の
子
孫
を
探
し
て
い
る

が
、
本
年
３
月
１
４
日
の
毎
日
新
聞
に

よ
る
と
、
こ
の
度
、
白
岡
市
で
の
宿
泊

先
が
判
明
し
た
。

伊
能
測
量
隊
は
、
１
８
０
９
年
（
文

化
６
年
）
、
中
山
道
を
経
由
し
て
岩
槻

や
蓮
田
、
白
岡
を
測
量
し
て
回
り
、
そ

の
夜
は
篠
津
村
（
現
白
岡
市
）
の
本
陣

名
主
「
治
兵
衛
」
宅
に
宿
泊
し
た
こ
と

が
判
明
し
た
も
の
。
治
兵
衛
は
菱
沼
家

の
宗
家
で
、
菱
沼
要
次
郎
と
い
う
方
が

分
家
の
子
孫
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。

菱
沼
さ
ん
は
、
４
月
２
１
日
に
学
士

会
館
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
開
催
さ

れ
た
没
後
２
０
０
年
記
念
「
伊
能
測
量

協
力
者
顕
彰
大
会
」
に
招
待
さ
れ
、
全

国
の
協
力
者
子
孫
約
７
０
人
の
一
人
と

し
て
顕
彰
さ
れ
た
。

Ｗ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｄ
Ａ
イ
ン
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

本
年
２
月
か
ら
３
月
に
か
け
て
開
催

さ
れ
た
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ

ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
ワ
セ
ダ
の
選
手
が
輝

い
た
。

出
場
し
た
の
は
、
現
役
、
Ｏ
Ｂ
合
わ

せ
て
１
３
人
（
羽
生
結
弦
、
渡
部
暁
斗
・

善
斗
、
鬼
塚
雅
、
村
岡
桃
佳
、
足
立
友

里
恵
、
小
田
卓
郎
、
立
崎
幹
人
、
永
井

秀
昭
、
勝
田
佑
平
、
古
谷
沙
里
、
山
元

豪
、
渡
部
由
梨
恵
）
。

こ
の
う
ち
、
羽
生
は
足
の
ケ
ガ
が
治

り
き
ら
な
い
と
い
う
ハ
ン
デ
を
抱
え
な

が
ら
、
２
０
１
４
年
の
ソ
チ
に
続
い
て

２
大
会
連
続
の
金
メ
ダ
ル
を
手
に
し
、

春
の
褒
章
で
は
、
こ
れ
ま
た
２
０
１
４

年
に
続
い
て
紫
綬
褒
章
を
受
章
し
た
。

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
複
合
の
渡
部
暁
斗
は
、

銀
メ
ダ
ル
。
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
に
出
場
し
た
ス
ポ
ー
ツ
科

学
部
３
年
の
村
岡
桃
佳
選
手
は
、
金
・

銀
・
銅
す
べ
て
の
メ
ダ
ル
獲
得
と
い
う

快
挙
を
成
し
遂
げ
た
。

惜
し
く
も
メ
ダ
ル
に
は
届
か
な
か
っ

た
選
手
を
含
め
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場

の
皆
さ
ん
、
感
動
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！
！

【
蔵
出
し
の
逸
品
】

「
大
隈
伯
爵
邸
台
所
の
図
」
１
９
０
３

年
（
明
治
３
６
年
）

土
橋
会
長
所
蔵

こ
の
絵
は
、
明
治
～
大

正
の
著
述
家
、
村
井
弦
斎

が
書
い
た
『
食
道
楽
』
の

口
画
で
あ
る
。

巻
首
に
曰
く
、
「
巻
頭

の
口
画
に
掲
げ
た
る
は
現

今
上
流
社
会
台
所
の
模
範

と
称
せ
ら
る
る
牛
込
早
稲

田
大
隈
伯
爵
家
の
台
所
に

し
て
山
本
松
谷
（
し
ょ
う

こ
く
）
氏
が
健
腕
を
以
て

詳
密
に
実
写
せ
し
真
景
な

り
。
台
所
は
昨
年
の
新
築

に
成
り
、
主
人
公
の
伯
爵

が
和
洋
の
料
理
に
適
用
せ

し
め
ん
と
最
も
苦
心
せ
ら

れ
し
新
考
案
の
設
備
に
て

そ
の
広
さ
二
十
五
坪
、
半
（
な
か
ば
）

は
板
敷
（
い
た
じ
き
）
半
は
セ
メ
ン
ト

の
土
間
に
し
て
天
井
に
お
よ
そ
四
坪
の

硝
子
明
取
（
が
ら
す
あ
か
り
と
り
）
あ

り
。
…
…
」
（
こ
の
『
食
道
楽
』
、
当

時
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
た
と
い
う
事

で
す
が
、
読
ん
で
み
る
と
な
か
な
か
面

白
い
。
ネ
ッ
ト
で
、
『
村
井
弦
斎

食

道
楽

青
空
文
庫
』
と
打
ち
込
む
と
全

文
が
読
め
ま
す
）
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編
集
後
記

拙
い
編
集
に
も
拘
ら
ず
ご
愛
読
い
た
だ

き
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。
何
と
か
皆
様
が

自
由
に
意
見
を
出
し
合
え
る
紙
上
の
広
場

に
し
た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

編
集
子


